
実際に会話する時の注意 
１．さそい役の人は、文を読む感じで、気持ちをこめないで

話しましょう。 

 

２．ことわり役の人は、自分の気持ちがうまく相手に伝わる

ように、言い方や態度を工夫しましょう。 

 

３．観察役の人は、２人の会話を聞き、ことわっている人の

言葉や様子（態度）でよかったところを見つけましょう。 

 

４．観察役の人は、会話が終わってから、よかったところを

話してあげましょう。 

 

５．グループ全員が終わったら、班で１つおすすめのことわ

り方を選びましょう。合体させてもいいです。選んだわ

けもグループで考えておきましょう。 


